
「日本統計年鑑」と「社会・人口統計体系」の位置付け

○「日本統計年鑑」に全国、「社会・人口統計体系」に都道府県のデータを収録 
 
・「日本統計年鑑」（以下「年鑑」という）と「社会・人口統計体系」（以下「SSDS」という）の相互で、同じ項目が様々な形で点在しているため以下

の条件のもと、それぞれの掲載内容についてデータベースへ移行するとともに、必要な項目について冊子への掲載を行う。 

１．「年鑑」の表中の項目が「SSDS」にも掲載されているもの 「年鑑」から削除 
   （「SSDS」のみ掲載） 

「年鑑」に継続して掲載 
    （「SSDS」にも掲載） 

「SSDS」に移行 
 （「年鑑」から削除） 

３．上記１、２に該当するが、例外とするもの 

２．「年鑑」の表中の項目が「SSDS」には掲載されていないもの 

参考２－３ 

１ 「SSDS」になじまないもの 
・「年鑑」の時系列が長期である 
例：２－３都道府県別人口 
（大正9年より掲載、「SSDS」は昭和51年以降が対象） 

・「年鑑」と「SSDS」の資料源が異なる 
例：７－３都道府県、専業・兼業別農家数及び農業地域別農家人口（販売農家） 
（農業構造動態調査報告書が情報源、「SSDS」は農林業センサスが情報源） 

  

２ ユーザーニーズが高いもの 
 ５年分のアクセス件数を調べ、「全ての表の上位50位まで」及び「章ごとに件数の高いもの」とする。 

  

例外として「年鑑」に都道府県表の掲載を続けるもの 


